
 
 
 
 
 
 
 
 

＜有効成分＞フルベンジアミド…5.0％ 

＜ 剤 型 ＞フロアブル 

＜適用害虫および使用方法＞ 

作物名 適用病害虫名 
希釈 

倍率 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

フルベンジアミ

ドを含む農薬の

総使用回数 

樹木類 

(いぬまきを除く) ケムシ類 
1,000 倍 

200～

700ℓ

/10a 

発生 

初期 
2 回以内 散布 2 回以内 

いぬまき 
キオビエダシャク 

 

は、チョウ目害虫のみに効果のある殺虫剤で、筋収縮により動きを止める作用があります。 

最大の特徴は殺虫効果が長期間続くことです。 

社内試験では樹木類に対して約３ヵ月の効果が確認され、殺虫剤の散布回数軽減を可能にしました。 

１年間に数回長期間に渡って発生するキオビエダシャクの被害からイヌマキを守ることができます。 

 

＜キオビエダシャクとは？＞ 

いわゆるシャクトリムシの一種で、イヌマキの木に発生することで有名な害虫。 

年に 3～4回発生し、3～11 月頃までほぼ１年中発生するため、木が丸裸になることもある。 

インド・マレー半島から日本まで幅広く分布しており、日本にもかなり古くから生息しているようだが、おそ

らく侵入害虫（外来種）と思われる。 

     キオビエダシャクの幼虫           イヌマキを食害するキオビエダシャク 

本格的な被害は夏頃が多く、暖冬等の場合は 1・2月頃からキオビエダシャクの成虫を見掛けることがある。 

発生時期 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
幼虫             
成虫             

 



 

 

最も被害が深刻になるのは夏頃。発生を見かけたらそのときが散布適期です！ 

散布から約 3ヵ月後に再び発生がないかをチェックし、幼虫を見かけたら 2度目の散布を。 

年 2回の散布で防除が可能になります！ 

        ：幼虫発生       ：成虫発生      ：     散布適期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     キオビエダシャクの卵塊             キオビエダシャクの成虫 

＜使用方法＞ 

 樹木サイズ別の散布水量（薬量）は以下をご参考ください。 

種別 
幹周 

30cm 未満 30cm 以上 60cm 未満 60cm 以上 90cm 未満 90cm 以上 

散布水量(薬量) 1.2ℓ（1.2mℓ） 6.5ℓ（6.5mℓ） 16.0ℓ（16.0mℓ） 28.0ℓ（28.0mℓ） 

 

使用量 樹木サイズ（幹周） 樹木の本数 散布水量 

1 ケース 

（500mℓ×4） 

30cm 未満 1,500～1,700 本 

2,000ℓ 
30cm 以上 60cm 未満 300～310 本 

60cm 以上 90cm 未満 100～130 本 

90cm 以上 70～75 本 

ボトル 1本 

（500mℓ） 

30cm 未満 400～420 本 

500ℓ 
30cm 以上 60cm 未満 70～80 本 

60cm 以上 90cm 未満 30～35 本 

90cm 以上 15～20 本 

キャップ 

1 杯 

（16mℓ） 

30cm 未満 15 本 

16ℓ 
30cm 以上 60cm 未満 2～3本 

60cm 以上 90cm 未満 1 本 

90cm 以上 キャップ 2杯で 1 本 

（参考）改訂新版 造園修景工事の積算 財団法人建設物価調査会 

※樹木の寸法基準は、地域や歩掛によって基準が異なる場合があります。 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
            
            

1.2m 幹周の計測は地際から 1.2m で計測します。 

1 ケース 4本入り 

1 本 500mℓ 


